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沖縄県中学校体育連盟
「望ましい運動部活動を目指した活動方針」の周知について(依頼)

仲春の候、貴職におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。又、常日頃よ

り県下の中学生のスポーツ活動や本連盟に対するご厚情、ご高配頂き感謝申し上げます。

さて、本連盟では平成３０年３月にスポーツ庁が策定した「運動部活動の在り方に関する

総合的なガイドライン」、同年１２月に県教育委員会が策定した「運動部活動等の在り方に

関する方針」を受けて、「望ましい運動部活動を目指した活動方針」を提言しております。

つきましては、本方針が各学校の部活動関係者へ周知されますよう、ご理解・ご協力をい

ただくとともに、適切な対応をよろしくお願い申し上げます。

なお、令和３年１２月に沖縄県教育委員会「部活動等の在り方に関する方針（改定版）」

を策定し、令和４年１２月にスポーツ庁・文化庁が「学校部活動及び新たな地域クラブ活動

の在り方等に関する総合的なガイドライン」を策定いたしました。これを受けて本連盟では

今年度、本方針の見直しを図る予定でございます。

別紙資料：「望ましい運動部活動を目指した活動方針」

※ＨＰにも掲載しています。各学校で掲示・配布するなどご活用下さい。
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望ましい運動部活動を目指した活動方針

平成３１年 ３月１９日

※沖縄県中学校体育連盟評議員会

及び、臨時理事会にて決定

１ 基本的な考え方

運動部活動において、生徒が自主的・自発的に参加してスポーツに親しむことは、学校に

おける授業等での取組、地域や家庭での取組とあいまって、生涯にわたる健全な心と身体を

培い、豊かな人間性を育む基礎となる資質・能力の育成を図るというスポーツ基本法の基本

理念を実現するものです。今後も学校教育の一環としての運動部活動が、生涯にわたって豊

かなスポーツライフを継続する資質や能力を育て、学校教育が目指す生きる力の育成、豊か

な学校生活を実現させる役割を果たしていけるように運営の充実・発展に努める。

２ 具体的な取り組み

◆バランスのとれた学校生活に配慮し、生徒や部顧問の過度な負担とならないよう、以下

の点を重視して運動部活動の企画・運営にあたる。

（１）休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が、運動、食事、休養及び

睡眠のバランスのとれた生活を送ることができるよう、スポーツ医・科学の観

点から以下を基準とする。

①週あたり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、土曜日及び日

曜日〈以下「週末」という〉は少なくとも１日以上を休養日とする。週末に

大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。

②１日の活動時間は長くとも平日においては２時間程度、休業日では３時間程

度とする。できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。

③長期休業中は、生徒の十分な休養及び多様な活動の時間が確保できるよう、

ある程度長期(オフシーズン)を設ける。

④下校時間の設定は、遅くても日没までに帰宅できる時刻をめどに定める。

（２）スポーツ障害・外傷及びバーンアウトを防止するために、競技種目の特性等を

踏まえた科学的トレーニングの積極的な導入に努める。

（３）勝つことのみを重視〈勝利至上主義〉した運動部活動の在り方を見直し、健全

な心と身体を培い、豊かな人間性を育むためのバランスのとれた運営と指導に

努める。

（４）大会参加については、中体連主催・共催の大会を基本とし、その他の各種大会

については生徒・指導者の身体的・精神的負担や、保護者の経済的負担も考慮

しながら精選・調整して参加するように努める。

（５）顧問、部活動指導員、外部指導者、保護者会等が常に連携を密にしながら学校

の運動部活動に係る活動方針に沿った運営に努める。

（６）地域の実態に応じて、運動部活動と地域スポーツ活動が連携し、生徒のスポー

ツ活動を豊かにしていくように努める。

（７）指導に当たっては、肉体的・精神的に悪い影響を及ぼす厳しい指導や体罰、生

徒の人間性や人格の尊厳をそこねたり否定するような発言や行為は絶対に許さ

ず、指導の方法として行わない。

※本方針は、「運動部活動等の在り方に関する方針(沖縄県教育委員会)」に則り、作成

しています。


